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昨日のバレンテインデーはどのように過ごされましたか？
最近は、幼稚園生や保育園生でもチョコレートをプレゼントするようですね。
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●　バレンタインデー

バレンタインデーの由来、知っていました？

「バレンタイン」とは、３世紀に殉教したキリスト教徒の名前で、当時、結婚を禁止されていた若者を哀れみ、密かに結婚をさせていたバレンタインが、ローマ皇帝に処刑されてしまった日が、２月１４日だったのです。

そして、当時あった未婚の男女を引き合わせるお祭りが、後にキリスト教によって聖人として認定されたバレンタインを奉る行事に変わり、次第に、恋人や家族など大切な人へカードやプレゼントを贈りあう行事となったのです。

２月４日に日経プラス１で「チョコよりうれしいひと言」のアンケート結果が掲載されていました。男性がうれしい女性のひと言の１位は「おはようございます」。女性がうれしい男性のひと言の１位は「お疲れ様でした」「ありがとう」。

そして、言われるといやな言葉の１位（男女合わせて）は、「無言で反応がないこと」でありました。コミュニケーションを遮断し、自分の存在を消されたかの反応は、大人でも子どもでも、きっと嫌なものです。

· 「キレる」をキーワードに
　心と生活習慣の関連については、よく言われることではありますが、具体的に小・中・高校生を対象に生活習慣と心の健康度合い（「自己効力感」「不安傾向」「行動」「身体的訴え」「その他」）を調査した研究があります。
これによりますと、食習慣（規則であること）、家族の役割（会話、相談の有無や保護者からの注意など）、体育以外の運動習慣、休息、睡眠習慣（寝つきのよさとすっきりした目覚めなど）が規則的でよいことが心の健康状態がよいこととはっきりと関連しているのです。

少し古いデータですが、「子どもの体と心白書２００４年」によりますと、朝食を家族で食べる子どもと一人で食べる子どもの元気よさ得点（自己評価）は、家族で食べる子どものほうが高いですし、体がだるいなどの自覚症状は、家族で食べる子どものほうが総じて低くなっています。
生活習慣は、各要素が相互に関連しているもので、その改善には、規則正しい生活を基盤として、家族のふれあいや周囲からのサポートの充実が必要となっていくことでしょう。
参考：「子どものからだと心白書２００４」編者：子どものからだと心連絡会議

「子どもの心の健康と生活習慣」山縣然太朗　日本発達学会：『子どもと発育発達』p.368～p.372

· ＣＦＣＪライブラリー　
ＣＦＣＪライブラリーは、みなさんのお奨めの本やウェブサイトを情報交換する場です。教育、心理学、子育てに関するものはもちろん、ジャンルは問いません。興味深かったもの、感動したものなど、ぜひぜひ教えてください。ＣＦＣＪスタッフお勧めの文献もご紹介いたします。
『怒ろう』『泣こう』

作：パルマー　発行所：径書房
http://bookweb.kinokuniya.co.jp/guest/cgi-bin/wshosea.cgi?W-NIPS=9971798697
　　　　私のお気に入りは、「怒ろう」です。
　　　　～怒っちゃいけない、なんて誰が言ったの!?
　　　　　あなたのなかに住んでいるおこりんぼうともっとなかよくしてあげて～
　　　　大人が読める本としてお薦めです。
　　　　「怒ろう」を読んでいて、泣きたくなった本です。（指導講師Ｍ）
· １月２月のテーマ「ＣＦＣＪへのご要望やご提案」　

◇　Ｉさんからの投稿です。　◇
ぜひホームページ上での掲示板を開設していただきたいと思います。これは，各地でセカンドステップを実施しておられる方の意見交流の場として必ずや役立つ場所となる思います。誹謗中傷を避けるために参加できるのはセカンドステップの会員に限るようにしてもよいですし，まだセカンドステップをご存じない方のためにオープンにしてもよいのかと思います。
実際，セカンドステップの講習を受けたものの，実践は一人で行っており、身近に相談できる方がいればよいなぁと思うことがしばしばあります。私自身は，首都圏に住んでおりませんので，東京で行われるフォローアップ研修会などは参加したくてもなかなかできないのが現状です。
　

→　事務局としても、掲示板については、その必要性を認識している事柄であります。しかしながら、ご指摘のように、誹謗中傷のような内容が書き込まれることもあり（他のサイトの掲示板で非常に批判的なことや誤解を生じる内容を書き込まれていたことがあるのです。）、内容の管理が十分に行えない、というリスクを感じ、実現をせずにおります。
これに代えて、メルマガにて意見の交流ができればと思っております。掲示板的な自由な意見をいただける場も次回作りますので、みなさんの活発なご意見の交換の場とさせていただきたいと思います。～

もう一点、現在セカンドステップを実践している方はどれくらいいるので
しょうか？都道府県別などで統計はとっているのでしょうか？自分と同じ地域で実践している方と連絡を取れるようなシステムがあるとありがたいなと思います。
→　全国での実施件数ですが、こちらに連絡なく実践されている方も多く、正確なところはつかめておりません。将来的には、ご指摘のように、地方拠点を設けて、各地域で情報交換や相談、スキルアップなどの活動が出来る体制を作りたい、という思いはあります。
リニューアルしましたホームページには、セカンドステップの実施施設を掲載しております。とはいっても、掲載出来ない、との回答をいただいた施設や返答をいただけていないケースもあり、今はごく一部ではありますが、少しづつ充実させていきたいと思っております。この情報が、一般の方々だけでなく、会員のみなさんのなんらかの手助けになれば、と思います。
みなさんの実践施設がホームページに掲載可能でありましたら、mmm@cfc-j.orgまで掲載内容をお送りください。

３月、４月のテーマは、「実践を効果的にするために工夫したこと」

とても効果的だった工夫から、失敗してしまった工夫まで、みなさんの投稿をお待ちしております。
また、次号より、フリーの投稿コーナーを設けます。実践に関すること、セカンドステップに関すること、なんでも結構です。会員のみなさんの情報交換の場となればと思います。こちらもたくさんの投稿をおまちしております！
· お知らせ

◇　第２回フォローアップ研修会の開催　◇
セカンドステップ実践されるなかで体験的問題等を抱えておられる方々を対象に、フォローアップ研修会を開催いたします。

参加者、講師及びファシリテーター間で質疑応答を行いながら、よりよい実践のありかたを探っていきますので、ご参加お待ちしております。
対象：今回は、保育園、幼稚園、幼児教育等の子育て関係の方々でセカンドス

テップを現場で実践している方
（８月には養護施設、児童相談所等の関係の方、１２月には小学校等の関係の方を対象としての開催を予定しております。）

日時：2006年2月25日(土)【９時３０分～１７時】の１日間
　　開催場所：「北沢タウンホール」東京都世田谷区北沢2-8-18
（小田急線・京王井の頭線　下北沢駅下車）

参加費：無料
　　詳しくはこちらhttp://www.cfc-j.org/followup2.doc　をご覧ください。
　◇　ボランティア募集　◇

　　ＣＦＣＪでは、ニュースレターの印刷や発送をお手伝いいただけるボランティアを募集します。事務局で雑談したり、真剣にセカンドステップついて語り合ったりしながら、お手伝いをしていただけませんか？１時間でも！１日でも！

詳しくは、info@cfc-j.org　もしくは事務局03-5329-1461までお問い合わせください。
◇　ホームページの更新　◇

　ホームページをリニューアルオープンいたしました。

どうぞご覧になってください！
· 今後の研修会

　第19回研修会（開催日　2006/2/18～19）東京　若干空きがあります。
　第20回研修会（開催日　2006/6/3～4）　東京
第21回研修会（開催日　2006　7月下旬）東京
第22回研修会（開催日　2006/8/5～6）　大阪
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